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大会大会大会大会テーマテーマテーマテーマ    

臨床で使える催眠 
 

会長挨拶会長挨拶会長挨拶会長挨拶    

このたび、第 14 回日本臨床催眠学会学術大会が 11 月 10 日に大阪で開催されることとなり、

そのお世話をさせていただくことになりました。思えば私と本学会の出会いは、当時担当してい

た患者に催眠による治療が望ましいとのアドバイスを受け、あれこれと探しあぐねたあげく辿り

着いたのがこの学会の研修会だったということだと記憶しています。それから約十年、その患者

は地元で元気に働いていると風の噂に聞き当時を懐かしく回想しました。そこでふと気付いたの

ですが、研修会も回を重ね催眠誘導の技術は当時の私よりはるかに長けている会員が多いにもか

かわらず、実際に催眠を使った症例の話をあまり耳にしません。催眠誘導はできるようになった

けど、臨床でどうやって使えばよいのかわからないという人が多いのではないでしょうか。“臨床”

催眠学会を名乗るからには、そこに参加すれば催眠臨床の話を聞けるという学会であるべきです。 

そこで今回のテーマは「臨床で使える催眠」として、特別講演に催眠と臨床動作法を実践され

ている愛知学院大学の吉川吉美先生をお招きしました。また、シンポジウムでは催眠を使いはじ

めて間もない臨床家と、すでに臨床応用している臨床家とを交えた意見交換の場を設定しました。

一般演題でも臨床研究とは別に症例報告の枠を設けています。 

本学術大会を通して催眠の臨床応用についての活発な議論と新鮮な刺激を提供できればと考え

ています。ぜひとも多くの方が積極的に参加、発表してくださいますようお願い申し上げます。 

関西医科大学心療内科学講座 

水野 泰行 

日程日程日程日程    

 2012 年 11 月 10 日(土) 

 

会場会場会場会場    

関西医科大学附属枚方病院 13 階合同カンファレンスルーム 

（http://www.kmu.ac.jp/hirakata/h-access.html） 

＊徒歩圏内には宿泊施設が限られていますので、参加予定の方はお早めの予約をお勧めします。 

    

参加費参加費参加費参加費    

 予約参加 当日参加  

正会員  5,000 円 6,000 円  

学生会員  3,000 円 4,000 円  

非会員

＊

  3,000 円 4,000 円 特別講演およびシンポジウムのみ参加可。 

    

事例検討会 2,000 円  

懇親会  3,000 円  3,500 円  

 

＊

非会員の参加は学会の入会資格を満たす方に限ります。 

(日本臨床催眠学会会則第 3 章参照；http://www.hypnosis.jp/rule/rule.htm)    



プログラムプログラムプログラムプログラム    

8:30 9:15 受付 

9:15 9:20 開会挨拶 

9:20 10:50 一般演題１(症例報告) 

9:20 9:50 古泉誠司 

「子どもに対する身体的虐待、無視を主訴とする女性へ催眠療法

を用いた一例 ～愛着関係の修復に着目して～」 

9:50 10:20 鎌田 穣 「加害恐怖をテーマとした強迫性障害症例への催眠アプローチ」 

10:20 10:50 長沼睦雄 「多重人格障害患者の治療経験」 

10:50 11:00 休憩/フロアー討議 

11:00 11:30 会長講演 「本当に使える催眠を目指して」 

関西医科大学心療内科学講座助教 水野泰行 

11:30 12:00 総会 

12:00 13:00 昼食休憩 

13:00 14:00 特別講演 「臨床動作法を応用した弛緩について」 

愛知学院大学心身科学部心理学科教授 吉川吉美 先生 

14:00 15:20 一般演題 2（臨床研究） 

14:00 14:20 岡嶋美代 「マインドフルネスにおけるトランスの利用」 

14:20 14:40 水谷みゆき 「幻肢痛に対する催眠の事例研究２」 

14:40 15:00 大塚美菜子 「自我状態療法の臨床実践」 

15:00 15:20 福井義一 

「依存欲求と催眠に対するイメージが催眠への肯定的態度に及ぼ

す影響」 

15:20 15:30 休憩/フロアー討議 

15:30 16:55 シンポジウム 「催眠を臨床で使うには －もう使っている人といま

から使う人との対話から－」 

司会：仁木啓介 先生(ニキハーティーホスピタル理事長) 

 福井義一 先生(甲南大学文学部人間科学科准教授) 

16:55 17:00 閉会挨拶 

17:20 19:20 事例検討会 

 西川公平 「強迫性障害に対する曝露反応妨害法中にみられる催眠布置」 

19:35 21:35 懇親会 

◎当日の学会入会手続きは原則として行いません。 

◎入会手続きには資格審査などのため日数を要しますので余裕を持った申請をお願いします。詳しく

は学会ホームページをご覧ください。 (http://www.hypnosis.jp/) 

◎学会入会資格を満たす非学会員の方も一部プログラムは参加可能です。 

 (学会入会資格は日本臨床催眠学会会則第 3 章参照；http://www.hypnosis.jp/rule/rule.htm) 

 

本学会への参加により日本心身医学会専門医認定更新単位（3 単位）が認定されます。 

 

〒573-1191 大阪府枚方市新町 2-3-1 

関西医科大学附属枚方病院心療内科内 

第 14 回日本臨床催眠学会学術大会事務局 

水野泰行 

Tel：072-804-0101 / Fax：072-804-2865 

psm@hirakata.kmu.ac.jp 


